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道路の中心線、 設計に必要な地形測量等を行います。

用地の面積を出すための測量を行います。

官民境界および民民境界の現地立会をお願いします。

現地にて道路の必要幅を示す幅杭の設置を行います。

道路予備設計に基づき、 設計計画について地元の方々と協議します。

実測地形図に基づいて、 道路の設計を行います。
また、 設計に必要となる地質調査を行います。

工事を行うために詳細な道路設計を行います。

完成後、 供用を開始します。

関係法令を遵守し、 工事を行います。

工事の進め方、 安全対策などについてご説明します。

文化財の発掘調査を行います。

地権者の方々に補償協議を行い、 用地取得にご協力願います。

路  線  測  量

道路予備設計･地質調査

設  計  説  明

用 地 幅 杭 設 置

境  界  立  会

用  地  測  量

詳  細  設  計

用  地  取  得

文 化 財 調 査

工  事  説  明

工  事  着  手

完成･供用開始
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土工部

立体交差部都市計画決定（木津川市域 :１.１ｋｍ）

事業化

地域高規格道路計画路線指定
（学研都市連絡道路）

都市計画変更（全長 :４.６ｋｍ）
昭和 5 6 年 1 1 月
昭和 5 8 年 2 月
昭和 6 2 年 6 月
平成 2 年度

平成 1 0 年 6 月

平成 1 2 年度
平成 1 7 年 9 月
平成 2 8 年度

関西文化学術研究都市建設促進法制定

都市計画変更（精華町域 :３.５ｋｍ）
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H27 道路交通量調査

平日 12 時間（台）

平日 24 時間（台）
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きょうと　　  そうらく　　 せいかちょう   ざくろ

きょうと　　    きづがわ　　　さがなか
（起点）  京都府相楽郡精華町柘榴
（終点）  京都府木津川市相楽

精華拡幅は、地域高規格道路「学研都市連絡
道路」の一部を構成し、交通混雑の緩和や交
通安全の確保、関西文化学術研究都市をはじ
めとする京都府南部地域の活性化を目的とし
て、現況の２車線から４車線に拡幅する延長
約4.6kmの事業です。

事業区間では、交通量が多く慢性的な渋滞が
発生しています。現道２車線を４車線に拡幅す
る事で交通容量が拡大され､交通混雑の緩和が
期待されます。

標準 断 面 図

関 西文 化学 術研 究都 市の 活性 化 を 支援
事業区間では、死傷事故率が京都府内直轄
国道の平均と比べ約４倍高い乾谷西交差点
をはじめ、交通事故が発生する確率が高い
交差点が複数存在しています。 ４車線整備
により、走行性の向上や交通混雑の緩和が
図られることで交通事故の減少が期待され
ます。

精華・西木津地区（国立国会図書館付近）
乾谷西交差点から西を望む

柘榴交差点付近から東を望む

出典：関西文化学術研究都市推進機構
出典：（財）交通事故総合分析センターによる交通事故統計データ（平成 25 年～ 28 年）

（注記）：死傷事故率とは、1億台の車が1キロ走行した場合に発生する死傷事故件数を表します。
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精華拡幅　4.6km精華拡幅　4.6km

位 置図

事 業概要 計画諸元 事業 経緯

精華拡幅は清滝生駒道路とあわせて
地域高規格道路「学研都市連絡道路」
を構成し、第二京阪道路・京奈和自
動車道を結ぶネットワークを形成す
ることで、関西文化学術研究都市へ
のアクセス性が向上し、地域間の交
流促進や広域交通拠点の連結強化を
図ります。

交通混雑の緩和

整 備効 果

整 備効果 交通安全の確保

▲H30.2.27撮影

▲H30.2.27撮影
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一般国道

高速道路

その他道路

鉄道

柘榴西

柘榴

乾谷西

川ノ尻

京都府平均の

約2倍
(149件/億台キロ)

京都府平均の

約4倍
(372件/億台キロ)

京都府平均の

約3倍
(271件/億台キロ)

京都府内直轄国道平均死傷事故率：83件/億台キロ

〈 事業区間における死傷事故率の高い交差点 〉
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